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1 月の立法委員選挙では定数 113 議席のうちわずか 27 議席を得るにとどまり，
































































1 名）に伴い，立法委員補欠選挙（以下，補欠選挙）が 6 回にわたり 11 選挙区
で実施された。さらに，予定されていた地方首長選挙でもルールの変更がおこ
なわれた。地方自治制度改革による県市合併に伴い，2009 年 12 月の県市長選



















彼女が求心力を高めていくきっかけとなった。その後，2010 年 1 月 9 日の補
欠選挙では民進党が 3 議席すべてを獲得し，2 月 27 日の補欠選挙でも 4 議席






た 2009 年 12 月の県市長選挙では，民進党の候補者が当選したのは 4 つで（国
民党 12，無所属 1），県市長ポストを 1 つ増やしただけだった。しかし，17 県
市長選挙での国民党の得票率は 47.9％，民進党の得票率は 45.3％であり，両党
の得票率の差は 2.6 ポイントに縮まった（５）。
翌 2010 年 11 月の五都選挙では，国民党が台北市，新北市，台中市の 3 ポス
トを獲得した。民進党は高雄市，台南市の 2 ポストを得るにとどまり，選挙に
は敗れた。しかし，5 都市を合計した得票率で国民党を 5.3 ポイント，得票数
では 40 万 3321 票も上回った。さらに前回選挙（2005 年県市長選挙，2006 年台
北・高雄市長選挙）と比べてみると，国民党の得票率は 52.1％から 44.5％に 7.6
ポイント下落したのに対し，民進党の得票率は 45.2％から 49.9％へと上昇した。
得票数では国民党は前回が 336 万 9088 票，今回は 336 万 9052 票と同じだった
が，民進党は前回の 292 万 3085 票から今回の 377 万 2373 票へと 85 万票増や











































































































































































































別得票率では，民進党は 44.45%で 2008 年の 38.65%に比べ 5.8 ポイント増加
した。これは立法委員選挙の選挙区では同党にとって過去最高の成績となっ
た。他方，国民党は 48.12%で 2008 年の 53.48%に比べて 5.36 ポイント低下した。
民進党の得票率の伸びは国民党の得票率の下げ幅を上回ったことがわかる。選



































主導政策議題」（『工商時報』2008 年 5 月 19 日）。
（３）小笠原欣幸「2010 年台湾立法委員補欠選挙（その１）」（小笠原欣幸ホームページ
［以下，小笠原 HP］　http://www.tufs.ac.jp/ts/personal/ogasawara/analysis/byelection2010.
html），同「2010 年台湾立法委員補欠選挙（その 2）」（小笠原 HP　http://www.tufs.
ac.jp/ts/personal/ogasawara/analysis/byelection2010.pdf）， 同「2010 年 台 湾 立 法 委
員補欠選挙（まとめ）」（小笠原 HP　http://www.tufs.ac.jp/ts/personal/ogasawara/
analysis/byelection2010c.html）。以下とくに記述しない資料のアクセス日は 2012 年 2
月 1 日である。









設置された（10 月 23 日）。
（８）「這是民進黨不分區最好的名單？ 公布才 3 天爭議不斷 鄭素華『出狀況』蔡英文威信
受創 實力級戰將也未能出征 只讓人看到派系分食醜態」（『中國時報』2011 年 7 月 2 日）。
（９）「派系介入不分區？ 洪智坤批新潮流」（『中國時報』2011 年 7 月 6 日）。
（10）「不分區 綠拍板 天王邊緣壓陣 徹底催票 游錫堃吊車尾擠進安全名單 蘇貞昌，謝長廷
90
分居 18，20 名危險區 各派系青壯派入列 蔡同榮 22 名幾確定落榜」（『中國時報』2011
年 6 月 30 日）。
（11）「吳乃德批綠不分區沒民主想像力」（『中國時報』2011 年 7 月 11 日）。
（12）小笠原欣幸「2012 年台湾総統選挙・立法委員選挙の分析―─馬英九総統再選の背景
と今後の台湾政治・中台関係──」（日本台湾学会・早稲田大学台湾研究所・東京大学
東洋文化研究所科研基盤 B 共催 報告レジュメ 2012 年 2 月 1 日 5 ページ）。
（13）同上資料（19 ページ）。
（14）「總統立委分裂投票 藍綠各取所需 中南部藍委『小雞抬母雞』 小英氣勢旺要『母雞帶
小雞』 戰法不同 票很難抓得準」，「台中市西南屯 綠『小分裂』 靈活運用小英」（『中國時




――」（『東洋文化研究所紀要』第 161 冊　37-83 ページ）。
（中国語）
苑布丸［2012］「小英敗選 , 民進黨算總帳 千錯萬錯都是新潮流的錯？」（『新新聞』第 1300 期
pp. 21-23）。
（英語）
Rigger, Shelley［2010］ “The Democratic Progressive Party: From Opposition to Power, 
and Back Again,” in Wei-chin Lee, ed., Taiwan's Politics in the 21st Century: Changes 
and Challenges, Singapore: World Scientific.
